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Doctors Digital 
 

Transformation 
 

   

2025年まで、あと3年 

 
 

 
 

経産省の発表によれば、 
 

DXを実現できなかった企業は  
 

「2025年の崖」に直面するという。 
 

みなさん準備 “大丈夫” ですか？ 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顧
客 
創
造 

Markeitng  Innovation 

企業は社会の機関であり、企業の目的は社会にある。つまり、企業の目的の定義は顧客を創造することであ
る。この顧客を創造するために企業が持つべき機能はたった２つとP.F ドラッカーは言います。  
それが「マーケティング」と「イノベーション」です。  

経営哲学 情報技術
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われわれは、自分が選んだ市場において、リーダーとなる戦略を策定しなければならない。  

顧客

創造

顧客
創造

地
域

日
本

世
界

住民 国民 人類

地域住民に誰よりも価値提供し  

日本国民に誰よりも価値提供し  

世界人類に誰よりも価値提供を  

できる唯一無二になれる領域は？  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マーケティングの７つの視点 

はじめに 

１）既存の製品についての目標 

２）既存の製品の廃棄についての目標 

３）既存の市場における新製品についての目標 

４）新市場についての目標 

５）流通チャネルについての目標 

６）アフターサービスについての目標 

７）信用供与についての目標 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未知の領域こそ、潜在ニーズであり、最大のチャンスを掴むことができる。 

はじめに 

人材 
 

物資 
 

研究 
 

資金 

イノベーションの７つの視点 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近い将来　迫らせる選択  

医療技術 

経営技術 

はじめに 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医療技術 

経営技術 

近い将来　迫らせる選択  

はじめに 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ミッションの見直し  

医療分野に、あらゆる民間企業が  

参入してくるため、今まで以上に、  

ミッションの変化を余儀なくされる。時代と

ともに、顧客からミッションの変化を見直

し、常にマーケティング・イノベーションを

図りながら、プロポジショニングを変え唯

一無二の存在として憶えられるようにして

いかなければならない。  

卓越性 

約束  機会 

顧客

創造

顧客
創造

はじめに 



診療方法について 



画像診断
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中国のAI診断システム「インファーヴィジョン」 

中国のAI診断支援システムの実力は？検証中の国内病院らが明かす期待と懸念

インファービジョンは2015年の創業
で、従業員数は約340人。中国では
既に約300の医療機関がインファー
ビジョンの複数のAI診断支援ソフト
ウエアを導入済みという。米FDA（食
品医薬品局）にも承認申請してお
り、承認が得られれば2020年にも米
国で販売を開始したい考え。
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中国のAI診断システム「インファーヴィジョン」 

中国のAI診断支援システムの実力は？検証中の国内病院らが明かす期待と懸念

日本にもオフィスを構え、日本導入
の準備を進めている。既にCVICや
近畿大学病院など、国内で5つの医
療機関がインファービジョンとの共同
研究といった形でソフトウエアを検証
しているという。日本の医師の要望
に対応するため、日本に開発拠点も
設けた。現在の開発人員は4人ほど
だが、本格導入に向けてさらに人数
を増やす計画だ
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中国のAI診断システム「インファーヴィジョン」 

中国のAI診断支援システムの実力は？検証中の国内病院らが明かす期待と懸念

インファービジョンは、自社製品の特徴とし
て、安全性や適応性などを挙げる。安全性
については、病院内にサーバーを設置し
てイントラネットのみに接続するため、外部
への情報漏洩を防ぐことができるとする。
適応性とは、様々なメーカーの医療機器
から取得した画像に対応できることであ
る。中国で約300の医療機関が導入してお
り、異なるメーカーの画像を大量に学習し
ていることが背景にある。
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CVIC　心臓画像クリニック飯田橋 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CVIC　心臓画像クリニック飯田橋 

http://www.youtube.com/watch?v=hZvJt57YOHY
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CVIC　心臓画像クリニック飯田橋 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CVIC　心臓画像クリニック飯田橋 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CVIC　心臓画像クリニック飯田橋 

図表4-1-3-3　CVIC心臓画像クリニック飯田橋に設置したインファービジョンの院内サーバー　 （出所：日経クロステック）  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使命とは何か？ 

ドラッカー５つの質問　×　ポジショニング 

顧客とは誰か？  価値とは何か？ 

成果とは何か？ 

計画とは何か？ 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心臓病の早期発見・ 
早期発見のために 

ドラッカー５つの質問　×　ポジショニング 

スペシャリストによる 
心疾患に関する顧客 

AIと人間による 
心臓画像診断 

早期発見・早期治療 

心臓画像診断の普及とさらなる最先端の技術革新により、 
少しでも日本の医療の進歩に貢献 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分析手法について 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「心臓」に特化した検索キーワード対策（SEO）  

使命・価値・顧客が決まる。
⇨検索キーワードも決まる。

顧客を選んだ瞬間に、
「事業」が決まる。



　アプリ診断



© 2021 Doctor-DX25

株式会社CureApp 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株式会社CureApp 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株式会社CureApp 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株式会社CureApp 

http://www.youtube.com/watch?v=N1XeegVxcBM
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株式会社CureApp 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株式会社CureApp 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医療法人　田中クリニック 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医療法人　田中クリニック 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医療法人　田中クリニック 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使命とは何か？ 

ドラッカー５つの質問　×　ポジショニング 

顧客とは誰か？  価値とは何か？ 

成果とは何か？ 

計画とは何か？ 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一般内科から健康診断
まで幅広く、皆様の体の

不調等に対応 

ドラッカー５つの質問　×　ポジショニング 

中野区・新宿区・杉並区
・練馬区の住民 

内科・呼吸器内科・ 
アレルギー科・その他 

あらゆる不調を治すことに貢献すること 

人間とITを駆使して、患者に安心を届ける。 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２つのクリニックのアクセスを比較　医療法人　田中クリニック 



　クロス診断
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社会課題を技術で解決へ 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デジタルヘルスを取り巻く関連産業の事業環境変化 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デジタルヘルス新マーケット 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あなたの使命は？　あなたの顧客は？　あなたの価値は？ 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健康の
維持・増進

予知・予防

診断・治療

予後
リハビリ
介護

心身すべてを扱う？
健康の維持・増進を扱う？
予知・予防を扱う？
診断・治療を扱う？
予後・リハビリ・介護を扱う？
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あなたが見たい病気は？　部位は？　手法は？ 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私たちは、消化器すなわち「食道・胃～小腸・大腸」に対
する「がん関連病変」の内視鏡検査で、専門医の診断を
支援するシステムの実現を目指しています。
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電子カルテを、クラウド化・音声入力する時代は近い。 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・ウェブ解析
・顧客情報
・商品情報
・会計情報
・顧客満足度

の紐付けを進めておこう。



計画と行動を考える 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本日の学びを受けて、「集中すること・破棄すること」はなんですか？  

宿題：専門分野の絞り込み 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おわりに 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経営哲学（思考）を基盤とし、経営技術・情報技術を重ね、顧客の創造をしていく時代へ  



おわりに

このまま人間が同じような生活をすると、  

2030年には、地球が２つ必要だと言われています。  

本当に、それでいいのでしょうか？  

われわれも、少しでも阻止・遅延させたいと考えております。  

 

今後あらゆる業界でDXが進み、様々なものがデータ化され、  

結合・分析・解明され病気の原因が明らかになっていきます。  

 

顧客とは、地域・日本から、 世界人類へ。 

価値とは、診療・治療から、 予防安心へ。 

成果とは、医師看護師から、 ロボットへ。 

計画とは、人しかできないこと、人がするべきこと の追求へ。 

 

“人間が最も健康な状態である“元氣”な状態とは何か？”  

“企業が最も健康な状態である“景氣”な状態とは何か？”  

“人氣を高め、大氣を高め、景氣を高め、元氣を取り戻すために  

人間とロボットが共存し、想像と創造をしていく時代です。  

みんなで、共学し合い、共創していければ嬉しい限りです。  

Doctor - DXの存在意義は、  

医療従事者にDXを伝えることだけではありません。  

 

「みんなと幸せをつなぐ」ということを使命としています。  

みんなとは  “主語”と“守護” の２つの意義を重ねています。  

 

主語とは、共に創る仲間のことです。  

守護とは、共に守る仲間のことです。  

 

現代人の仲間とは、 家族、兄弟、親戚、友人、恋人 といった 

身近な存在から、学校・職場、世界中の人を示すと思います。  

 

古代人の仲間とは、 犬猫、鳥兎、虫魚、山海、草原 といった 

人間以外の存在まで、仲間・家族とする人もいたと言います。  

 

われわれは、なぜ人間以外を仲間に入れなくなったのか？  

それは、われわれが自然を無視し地球を共有すべき仲間たち  

を見失い、人間中心主義により倫理が欠如したに過ぎません。  

 

 



取引先

取引先

 
 
 

 
　　　　　人氣　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自社  従業員 

顧客 取引先 

病氣 

　大氣 

　　　　　景氣  元氣 

体  技  心 

「人間の病氣の根元とは何か？」  
という質問に対し、在り方・遣り方を、  
経営哲学・情報技術の観点から  
みんなで共学し合い氣を高めていきます。  

病氣にするから、元氣にするへ



 
DX-doctor


